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雲粒中で起こる化学反応の研究
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水溶液

反応性ガスオゾンガス

水溶液

疑似雲粒

雲粒は微小な「ビーカー」

疑似雲粒を実験室で発生させ、その化学反応を調べる

生成物

界面反応

雲粒成分の多相反応機構の解明と今後の展開
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フィルムの分裂
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• 光学特性（散乱、吸収）
• 物理特性（粒径、粘性、相）
• 化学特性（親水性、毒性）

気候変動に影響

液中反応

気液界面反応

液相拡散
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Fe(IV)=O

空気ー水界面と液中の化学反応によって雲粒の有機・無機成分が常に変化
→大気多相（マルチフェーズ）反応

オゾンやOHラジカルなどによって変 気液界面反応と液中反応

等濃度の７種カルボン酸混合溶液の  スペクトル界面選択性のある  分 法

鉄イオンとオゾンの界面反応 有機物とオゾンの界面反応

酢酸

オクタン酸

OHラジカルの界面反応を測定する手法 液相反応を測定する手法

気液界面反応と液中反応の違い

気液界面反応の特異性の起源

• 不完全な水和
• 特定の化学種の選択的存在
• 界面特有の錯体形成など

『エアロゾル・雲粒
生成 の定 化』

『界面反応
の定 化』

『ドメインの
定 化』

『粒子生成
の定 化』

『界面現象の定 化』

『肺表面影響の定 化』

大気マルチフェーズ化学の今後の展望と課題

今後の展望と課題

• 多相反応の定 化
• 液中の不均一性の定 化
• 新規実験手法の開発
• 大気モデル の組み込み

発表論文

「分子レベルから大気スケール の橋渡し」
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• 界面・液中反応の測定
• 中間体と生成物の検出
• 反応速度定数の決定

反応機構の解明

新規実験手法の開発
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